
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
１
月
２８
日
拾
六
町
団
地
火
災 

事
案 

 

令
和
４
年
１
月
２８
日
（
金
）
市
営
住
宅
に
お

い
て
、
調
理
中
の
天
ぷ
ら
鍋
に
火
が
入
り
建
物

へ
延
焼
し
、
現
場
か
ら
炎
と
黒
煙
が
噴
出
し

た
。 結

果
的
に
は
、
コ
ン
ロ
、
換
気
扇
及
び
壁
の

一
部
（
約
２
㎡
）
を
焼
損
し
、
負
傷
者
１
名
を

出
し
た
。 

こ
の
火
災
に
お
い
て
、
西
消
防
団
壱
岐
分
団

に
所
属
の
井
野
団
員
が
、
火
災
当
日
の
７
時

１０
分
頃
に
消
防
団
員
と
し
て
火
災
の
指
令
を

受
け
た
。
現
場
が
隣
棟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
直

接
現
場
へ
向
か
い
、
粉
末
消
火
器
を
携
行
し
て

黒
煙
が
噴
出
す
る
火
点
の
部
屋
へ
進
入
し
、
初

期
消
火
を
行
っ
た
。
見
事
に
初
期
消
火
は
成
功

し
、
延
焼
の
阻
止
が
図
ら
れ
た
。
併
せ
て
、
同

室
居
住
者
へ
の
避
難
誘
導
並
び
に
火
災
付
近

に
い
る
住
民
へ
の
安
全
管
理
の
広
報
を
適
切

に
行
っ
た
。 

 

 

令
和
３
年
８
月
８
日
今
宿
１
丁
目 

交
通
事
故
事
案 

 

令
和
３
年
８
月
８
日
（
日
）
福
岡
市
西

区
今
宿
１
丁
目
の
住
宅
街
で
ド
ー
ン
と

い
う
大
き
な
音
と
悲
鳴
が
鳴
り
響
い
た
。 

登
校
中
の
小
学
低
学
年
の
男
児
２
名

が
車
に
は
ね
ら
れ
た
。
小
学
２
年
生
の
男

児
が
軽
傷
を
、
同
１
年
の
男
児
が
足
の
骨

を
折
る
な
ど
の
重
傷
を
負
っ
た
。 

こ
の
事
故
に
お
い
て
、
西
消
防
団
今
宿

分
団
に
所
属
の
清
水
副
分
団
長
が
、
事
故

当
日
の
午
前
７
時
５５
分
ご
ろ
、
大
き
な
音

に
気
づ
き
、
路
上
に
倒
れ
た
男
児
と
車
の

下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
男
児
を
目
撃
し

た
。 迅

速
に
119
番
通
報
を
行
っ
た
後
に
現

場
に
居
合
わ
せ
た
数
名
の
方
に
協
力
を

要
請
し
て
車
を
持
ち
上
げ
、
下
敷
き
の
男

児
を
迅
速
に
救
助
し
た
。
そ
の
後
救
急
隊

到
着
ま
で
の
間
、
男
児
の
経
過
観
察
を
行

い
救
急
隊
に
迅
速
に
引
き
継
い
だ
。 

勇敢な消防団員２名に西消防団長から賞詞贈呈 
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井野団員 
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清水副分団長 
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清水副分団長 

 
中村団長 

中村団長 

井野団員 

令
和
３
年
度
、
２
人
の
勇
敢
な
消
防
団

員
に
西
消
防
団
長
か
ら
賞
詞
が
贈
呈
さ

れ
た
。 

２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
際
し
、
迅

速
か
つ
的
確
な
行
動
に
よ
り
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
た
。 

そ
の
栄
誉
を
称
え
、
皆
様
に
そ
の
雄
姿

を
紹
介
す
る
。 

 

団
員
２
名
に
賞
詞
を
贈
呈
し
た
西
消
防
団

中
村
団
長
は
「
２
件
と
も
、
非
常
に
危
険
で
緊

迫
し
た
状
況
の
中
で
勇
猛
果
敢
に
対
処
し
、
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
誇

り
に
思
う
と
同
時
に
、
本
当
に
感
謝
に
た
え
な

い
」
と
話
し
た
。 

 


